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はじめに① 百五銀行およびリスク統括部のプロフィール

百五銀行のプロフィ ル

創 業 明治11年11月19日

本 店 所 在 地 三重県津市岩田

百五銀行のプロフィール

本店
（三重県津市）本 店 所 在 地 三重県津市岩田

資 本 金 200億円

従 業 員 数 2,505名

（三重県津市）

店 舗 数 106か店、27出張所、3駐在員事務所

【平成25年9月30日現在】

リスク統括部のプロフィール

所 属 課 リスク統括課 信用リスク管理課 内部統制課

業 務 内 容 ・各種リスクの統括管理
・ＡＬＭ・収益管理

信用リスクの管理 ・財務報告に係る内部統制
・オペレーショナル・リスク

・危機管理 （以下、「オペリスク」という）
の統括管理

所 属 人 員 数 6名 11名 5名
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【平成26年1月31日現在】



はじめに② リスク統括部内部統制課の沿革

平成16年10月 【方針】
事務統括グループ内で、先進的計測手法（ＡＭＡ）を見据えて、オペリスク計
量化への取組開始

平成17年11月

平成17年 9月

【管理手法】

【管理体制】

オペリスク報告システムを行内ＬＡＮ上に構築し、顕在リスク（内部損失デー
タ） 収集開始

経営管理グループ リスク管理チーム内にオペリスク全体を独立的に管理
するための統括部署を設置

平成17年11月

平成18年 4月

【管理手法】

【管理体制】

タ）の収集開始

オペリスク管理委員会・同部会を設置、以降毎月１回の定例開催

組織改定により リスク統括グル プ 内部統制チ ムが新設され オペリ
平成18年 6月

平成18年11月

【管理体制】

【管理手法】

組織改定により、リスク統括グループ 内部統制チームが新設され、オペリ
スク統括部署を移設

潜在リスクシナリオの作成および収集開始

平成19年 4月

平成20年 9月

【管理体制】

【管理手法】

組織改定により、リスク統括部 内部統制課に名称変更

オペリスク事象の共有やオペリスク管理高度化のための情報交換会を西
日本の地方銀行を中心に開始 以降２か月に１回の定例開催

平成20年 9月

平成21年 4月

【管理手法】

【方針】

日本の地方銀行を中心に開始、以降２か月に１回の定例開催

粗利益配分手法（ＴＳＡ）の採用

オペリスク共同ＤＢ（データコンソーシアム）への参加開始し 他行と内部損
平成22年10月

平成25年 4月

【管理手法】

【管理手法】

オペリスク共同ＤＢ（データコンソーシアム）への参加開始し、他行と内部損
失データの共有を開始

オペリスク共同ＤＢ内で他行と潜在リスクシナリオの共有を開始
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平成25年 8月 オペリスク管理業務の更なる改善の検討を開始【管理手法】



オペリスク管理委員会・同部会を設置し 事務リスク システムリスクなどの各リスクの発生状況

はじめに③ 百五銀行のオペリスク管理の概要

オペリスク管理委員会・同部会を設置し、事務リスク、システムリスクなどの各リスクの発生状況
やリスク削減効果を組織横断的に管理する体制を整備している。

また、事務リスク、システムリスクなどの８つのオペリスクを主管する部署を設置するともに、オペ
リスク全体を独立的に管理するオペリスク統括部署を設置している。リ ク全体を独立的に管理するオ リ ク統括部署を設置して る。

当行グループで顕在化した内部損失データは、「オペリスク報告システム」で一元管理している。
さらに他行のオペリスクデータを集めた「共同ＤＢ」を活用して、他行比較による当行の事務やシ
ステムなどの強み・弱みの特定や潜在リスクの洗い出しを行なっている。

半期毎に当行のオペリスクの状況を分析し、リスク削減提言を記載した「オペリスク分析レポー
ト」をオペリスク統括部署が作成し、オペリスク管理委員会およびリスク管理委員会で報告し、リ
スク削減に向けた提言を行ない、実施状況をモニタリングしている。

「先進的計測手法」に準じた方法による内部管理上のオペリスク量（ＶａＲ）と「粗利益配分手法」
による自己資本比率算出上のオペリスクアセットの２種類を算出し、定量的に管理している。

項目 算出方法 使用目的

オペリスク量（ＶａＲ） 当行で顕在化した内部損失データと潜在リスクとして認
識するシナリオデータを基に、モンテカルロ法により算
出（信頼水準99 9％）

統合リスク管理

リスク削減計画選定の指標
出（信頼水準99.9％）

オペリスクアセット 「粗利益配分手法」 （平成21年3月末に金融庁承認）に
基づき、業務区分ごとの業務粗利益に対し、定められた
乗率（12％～18％）を乗じた結果をベースに算出

自己資本比率算出
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乗率（12％～18％）を乗じた結果をベースに算出



１１ 百五銀行の百五銀行の
オペリスク管理体制と枠組みオペリスク管理体制と枠組みオペリスク管理体制と枠組みオペリスク管理体制と枠組み
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(1)オペリスク管理体制構築にあたって

オペリスクの発生を適切にコントロールするためには、特性や体制の限界を整理する必要がある。

☑ オペリスクは、絶無が不可能である！ オペリスク管理方針策定

範 が広

オペリスクの特性を踏まえた体制構築

☑
オペリスクは、範囲が広い！

・重複して管理をしている、または、実は誰も管理していないことはないか・・・？

オペリスクに関する定義や役割
明確化による管理体制構築

☑
オペリスクは、対応の遅れや対応を誤るとリスクが拡大する！

発生 根本原 と対応 はな と言えるか

オペリスク情報の収集と分析の
枠組み構築・発生の根本原因と対応にアンマッチはないと言えるか・・・？ 枠組み構築

☑

オペリスクは、時代や環境の変化とともに発生要因等が変化する！

・変化のスピードに対応できているか・・・？

・今までの常識や枠組みが通用するか・・・？

教育の枠組み構築

外部情報収集の枠組み構築
今までの常識や枠組みが通用するか ？

様 な業務 ご 報告 軽重 組織 管 委員会

従前体制の限界を踏まえた体制構築

☑
様々な業務ラインごとによるリスク報告では、リスクの軽重付けや組織
横断的な討議は困難である

オペリスク管理委員会の設置
による報告・討議の集約

☑ オペリスク削減策がやりっぱなしで、実施効果が不透明である オペリスク削減の枠組み構築

☑

経験やセンスに頼ったリスク評価を基にした対応では、予期せぬリスク
は考慮されない

・経験やセンスでは否定も肯定もできないが、何となく確からしい・・・？
・そもそも自行や各自のリスク経験は豊富と言えるか・・・？

潜在リスク管理体制の構築

外部情報収集の枠組み構築
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・そもそも自行や各自のリスク経験は豊富と言えるか・・・？
・結果オーラｲや運良く発生してなければ問題なしと言えるか・・・？



(2)リスク管理体制（全般）

✓ 組織横断的な知見を集約できる体制
✓ リスクを重要度に応じて経営陣に確実に管理方針：オペリスクの極小化管理方針：オペリスクの極小化

オペリスクを極小化し、
経営の健全性確保と

取締役会業務監査委員会 監査役会 外部監査人

リ クを 要度 経営陣 確実
速やかに報告し、対応できる体制

管理方針：オペリスクの極小化管理方針：オペリスクの極小化 経営の健全性確保と
顧客サービスの質の向上

経営会議

研部

コンプライアンス委員会

リスク管理委員会

研
修
・
指
導
・モ
ニ
タ
リ
ン

部
署
別
監
査
・テ
ー
マ
別

オペレーショナル・リスク管理委員会ＡＬＭ委員会

ン
グ監

査

オ
ペ
レ
ー
シ

オ
ペ
レ
ー
シ

システム
リスク

その他の
オペリスク

情報資産
リスク

事務リスク
倫理・法務

リスク

風評
リスク

有形資産
リスク

人的リスク信用リスク 市場リスク
流動性
リスク

ﾘｽｸの
種類

ﾘｽｸ ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ
ﾘｽｸ統括部

ﾘｽｸ統括部

シ
ョ
ナ
ル
・
リ
ス
ク

シ
ョ
ナ
ル
・
リ
ス
ク主管部署

ﾘｽｸ
関連部署

事務統括部
システム
統括部

統括部

システム
統括部

人事部 総務部

ﾘｽｸ統括部

ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ
統括部

ﾘｽｸ統括部
ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ

統括部
ﾘｽｸ統括部
資金証券部

ﾘｽｸ統括部
資金証券部

融資統括部

資金証券部

クク
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各支社・各営業店・各パーソナルプラザ・本部各部室・関連会社



(3)オペリスク管理体制

管理方針：オペリスクの極小化管理方針：オペリスクの極小化
✓ 組織横断的な知見を集約できる体制
✓ リスクを重要度に応じて経営陣に確実に

速 体

オペリスクを極小化し、
経営の健全性確保と
顧客サ ビスの質の向上

基本方針の審議・決定、オペリスク管理に関する相互牽制

最重要なオペリスクに関する情報の検討・審議

取締役会

経営会議

速やかに報告し、対応できる体制 顧客サービスの質の向上

オペリスク担当役員への報告・相談

重要なオペリスクに関する情報の経営陣の把握
各

会
議
体

経営会議

オペレ ショナル・リスク

リスク管理委員会 ･･･月１回

管理者（部長）レベルでの重要なオペリスク事象や体制・戦略に関する
組織横断的な審議

実務者（課長）レベルでのオペリスク情報に関する組織横断的な審議、
再発防止策などの妥当性検証

高感度
・

高品質

体 オペレーショナル・リスク
管理委員会

オペレーショナル・リスク
管理部会

･･･月１回

･･･月１回
再発防止策などの妥当性検証

統合的なリスク分析を基にしたオペリスク管理の枠組み企画
定量的なオペリスク分析（計量化：総額・各リスク単位ほか）
モニタリング（各リスク主管部署の活動評価および指導）

・
ﾊｲｽﾋﾟｰﾄﾞ

オ
ペ
リ
ス
ク
統
括

リスク統括部
内部統制課

管理部会

担当役員への事前報告・相談、監査役への報告・相談

全行レベルＣＳＡ（コントロールの自己評価）の実施
➜リスク事象の収集、評価（重要リスク事象抽出）、削減策の立案実施、

モニタリング

括
部
署

リ
ス
ク
主 事務 ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ

人事部 総務部
ｼｽﾃﾑ モニタリング

➜定性的・定量的なリスク分析と分析結果を基にしたリスク削減実施

部店レベルＣＳＡ（コントロールの自己評価）の実施
➜オペリスクの早期報告・把握（オペリスク報告書の作成）、再発防止策

主
管
部
署

業
務
主

事務
統括部

ｺﾝﾌ ﾗｲｱﾝｽ
統括部

人事部 総務部

各支社 各営業店 各パ プ ザ 本部各部室 関連会社

ｼｽﾃﾑ
統括部
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の実行、および実効性検証、自部署内のオペリスク情報の共有（事務
管理委員会の開催（月１回））

主
管
部
署

各支社・各営業店・各パーソナルプラザ・本部各部室・関連会社



(4)オペリスク情報の収集と分析のための枠組み

・データの収集のみが目的ではなく、データ分析を意識した設計になっているか？
・オペリスクの特性から管理ニーズの変化は必ず発生するため、自由度が高いシステム

オペリスク管理においては、「特定・評価」「削減策実施」「効果検証」「改善」までの“ＰＤＣＡ”を確実

オ リスクの特性から管理 ズの変化は必ず発生するため、自由度が高いシステム
になっているか？

に回す枠組みを構築することが重要であるが、これらを回すツールとして、また現場で発生する様々
なオペリスクを一元管理するツールとして、「オペリスク報告システム」導入が有効である。

オペリスク報告書の収集

報告対象
当行グループで発生したオペリスク（事務リスク／苦情トラブル／システムリスク／
情報資産リスク／倫理・法務リスク／人的リスク／有形資産リスク／その他のオペリ
スク）のすべての事象

オ リスク報告書の収集

分析に必要不可欠な項目を厳選して収集項目を選定
・発生日 ・発覚日 ・当該業務のコントロール ・発覚経緯 ・担当者 ・検証者
・発生原因 ・発生事象 ・損失金額 ・リカバリー内容 ・再発防止策 等々

データ項目
～以下は、リスク主管部署でデータ整備のため登録するデータ項目～

・業務分類 ・工程分類 ・原因分類 ・事象分類 ・外部委託区分 ・損失金額
・重要度評価結果 ・ＡＭＡ対応項目（イベントタイプ・ビジネスラインの分類）
・本部コメント 等々

事務管理委員会議事録の収集
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報告対象 部店レベルのＣＳＡとして中心的役割を担う「事務管理委員会」の議事録



(5)収集したオペリスク情報のフィードバックのための枠組み

・フィードバックする管理情報は、現場が使いやすく、現場に相応しい“質”や“量”となって
いるか？

収集したオペリスク情報については、活用成果を継続的にフィードバックすることが重要。

オペリスク統括部署の知見を加えた情報についても継続的にフィ ドバックすることで 現場での

いるか？

オペリスク統括部署の知見を加えた情報についても継続的にフィードバックすることで、現場での
効果的・効率的なリスク削減活動が支援できる。現場の使い勝手などを調査することも重要。

本部向 ドバ 例

当行のオペリスクの状況を分析し、分析結果に基づき、重
要なオペリスクに対しては、リスク削減策を提言

オペリスク分析レポート

本部向けフィードバック例

半期一回

リスク発生率
営業店別に業務別リスク発生率（オペリスク報告書件数÷

現場向けフィードバック例

半期一回リスク発生率
事務件数）と当該発生率の順位をフィードバック

半期一回

営業店別の業務別リスク発生率（オペリスク報告書件数÷
事務件数）の不芳店には、営業店別に過去２～３年のオペ半期一回

営業店別の
オペリスク分析レポート

リスクの発生状況などを分析したレポートをフィードバック

支店長の異動があった場合は、新任支店長宛てにこれから
着任する営業店の過去２～３年のオペリスク発生状況など随時
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着 す 営業店 過去 年 リ ク発 状況
を分析したレポートをフィードバック



(6)オペリスク極小化のための枠組み

・オペリスクの評価や実施する削減策について、横断的に議論できる場があるか？
・実施したオペリスクの削減策について 効果を検証する場があるか？実施したオペリスクの削減策について、効果を検証する場があるか？

全行レベルＣＳＡ 部店レベルＣＳＡ

特定・評価

オペリスク報告書を通じて、重要なオペリスクを特定

オペリスク管理委員会や同部
会を通じて、重要なオペリス

事務管理委員会を通じて、発
生したオペリスクを共有し 発

会を通じて、重要なオ リス
クを共有し、発生要因や影響
度などを“組織”横断的に評
価を実施

生したオペリスクを共有し、発
生要因や影響度などを“係”
横断的に評価を実施

リスク削減策
の実施

オペリスク管理委員会や同部
会を通じて、リスク削減策の
妥当性などを“組織”横断的
に検証し、リスク削減策を実

事務管理委員会を通じて、発
生要因などから部店レベル
のリスク削減策を“係”横断的
に検証し、リスク削減策を実に検証し、リスク削減策を実

施

オペリスク管理委員会や同部
会を通じて、実施したリスク削

事務管理委員会を通じて、現
場レベルで実施したリスク削

に検証し、リスク削減策を実
施

効果検証
会を通じて、実施したリスク削
減策について、その後の発生
状況を定期的に“組織”横断
的に検証を実施

場レ ルで実施したリスク削
減策について、その後の発生
状況や定着度などを“係”横
断的に検証を実施
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削減効果が認められない場合、あらたな改善策を実施改善



(7)オペリスク管理に係る教育のための枠組み

・体制や枠組みの近代化に比べ、人の近代化は容易か？
・現場とのオペリスク管理に関するギャップやニーズは把握できているか？

多種多様で時代とともに変化するオペリスクに対して管理の適切性や実効性を確保し続けていく
ために、リスクコミュニケーションの土壌作りとして以下の教育の枠組みを構築。

現場とのオペリスク管理に関するギャップやニ ズは把握できているか？

オペリスク管理に係る研修・勉強会ライナップ

経
営

リスク管理委員会における「オペリスク分析レポート」の発表時や役員勉強会などの機会を通じて
、オペリスク全般の理解を随時深める。

随
時

新任支店長

営 、オペリスク全般の理解を随時深める。

職場環境等に起因したオペリスクを紹介するともに、自店のリスクプロファイ
ルを理解し、オペリスク管理の必要性と予防的な管理に必要な知識を再認
識する。また 研修を通じ 現場のオペリスク管理のニーズ等を収集する。

時

上級管理者
新任管理者

各
階
層

識する。また、研修を通じ、現場のオペリスク管理のニ ズ等を収集する。

管理者に起因したオペリスクを紹介するともに、オペリスク管理の必要性と
予防的な管理に必要な知識の理解を深める。また、研修を通じ、現場のオ
ペリスク管理のニーズ等を収集する

年
一
回

新入行員

ペリスク管理のニ ズ等を収集する。

若手行員に起因したオペリスクを紹介するともに、オペリスクの特徴や怖さ、
および報告・相談・連絡の必要性やその方法の理解を深める。

本
部

リ ク主管部署

本部の
新任部課長等

本部に初めて着任した部長や課長に対して、オペリスク管理委員会等の目
的・役割と本部内で運用しているオペリスク管理手法の理解を深める。

ク主管部署 初め 着任 たオペ クデ タ 仕分担当者 対随

年
一
回
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リスク主管部署の
新担当者

リスク主管部署に初めて着任したオペリスクデータの仕分担当者に対して、
データの仕分の意義や仕分結果の使われ方の理解を深める。

随
時



(8)オペリスク管理に係る外部情報収集のための枠組み

・自行の苦い経験だけで、自行の穴を洗い出せるほど経験は豊富といえるか？
・オペリスクに関するトレンドを把握してリスク管理の適切性等を確保するには、他行から

他行のオペリスクデータ（他行が経験したオペリスク事象）や他行からの活きた情報などを活用す
ることで 自行の経験不足を補完するために 以下の外部ネットワークを構築

オペリスクに関するトレンドを把握してリスク管理の適切性等を確保するには、他行から
の情報収集が有効だが、情報ネットワークが属人的になっていないか？

共同共同 日本Ａ Ａ研究会日本Ａ Ａ研究会

ることで、自行の経験不足を補完するために、以下の外部ネットワークを構築。

また、属人的になりがちな他行との情報交換窓口を組織化することで情報収集の継続性を担保し、
参加行の様々な知見を結集しながら将来に渡ってリスク管理の適切性を維持・向上させていく。

共同ＤＢ共同ＤＢ 日本ＡＭＡ研究会日本ＡＭＡ研究会

Ａ行 Ｂ行 ｎ行・・・ Ａ行 Ｂ行 ｎ行・・・

ｵﾍﾟﾘｽｸ
ﾃﾞｰﾀ

ｵﾍﾟﾘｽｸ
ﾃﾞｰﾀ

ｵﾍﾟﾘｽｸ
ﾃﾞｰﾀ

拠出･還元

情報 情報情報

・他行のオペリスクデータが参照可能
・オペリスク管理の高度化に関する情報の交換
・共同ＤＢの活用方法等も研究

共同ＤＢ

他行のオ リスクデ タが参照可能
・参加行は26年1月現在で25行

共同ＤＢの活用方法等も研究
・偶数月の第一金曜日に開催
・参加行は26年1月現在で7行（共同ＤＢ参加行）

共同ＤＢの活用状況につい
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共同ＤＢの活用状況につい
ては次章のメインテーマ



２２ 百五銀行の百五銀行の
共同デ タベ スの活用状況共同デ タベ スの活用状況共同データベースの活用状況共同データベースの活用状況
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(1)共同ＤＢ導入にあたって

自行のオペリスクデータのみで対応する際に直面する限界は、主に以下のようなものが想定される。
現状の限界を整理し 共同ＤＢの活用目的を明確にする必要がある。

オペリスクは内外の環境変化に応じて時代とともに変わ ているが 銀行業界横断的なオペ

自行のオペリスクデータのみの限界

現状の限界を整理し、共同ＤＢの活用目的を明確にする必要がある。

☑

オペリスクは内外の環境変化に応じて時代とともに変わっているが、銀行業界横断的なオペ
リスクのトレンドや管理のトレンドに対して鮮度を保てていない

・不祥事件関係などのセンセーショナルな情報だけで、実際のリスク管理に使えるか・・・？
・今までの常識や枠組みが通用するか・・・？
・安定的に銀行業界横断的に情報収集できるネットワークが、担当者に依存していないか・・・？

☑
潜在リスクの想定は過去からの経験やセンスに頼っており、作業負荷のわりに説得力がない

・手間隙をかけた潜在リスク想定の成果物（リスクシナリオ等）に説得力はあるか・・・？☑ 手間隙をかけた潜在リスク想定の成果物（リスクシナリオ等）に説得力はあるか ？
・新しい業務や商品、新しい委託業務に対する潜在リスクの洗い出しは形骸化していないか・・・？

☑
潜在リスクに説得力がないことも手伝い、発生したリスクへの対応のみになっている

・結果オ ラｲや運良く発生してなければ 問題なしと言えるか・・・？☑ ・結果オーラｲや運良く発生してなければ、問題なしと言えるか・・・？
・リスクは本当に発生しているだけで、認識できていないリスクはないと言えるか・・・？

☑
発生したリスクに対する自行評価も、実は経験とセンスに頼っている

自行評価や削減策選定に同情的な尺度（忙しいから 等）が大きな要素にな ていないか ？☑ ・自行評価や削減策選定に同情的な尺度（忙しいから・・・等）が大きな要素になっていないか・・・？
・そもそも自身が設計した事務やシステムなどに対して客観的な評価ができるか・・・？

☑
本部や関連会社のオペリスクがよく分からない
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☑
・自行の経験だけで本部や関連会社のオペリスクが特定・評価できるか・・・？



Ａ行 Ｂ行 行 Ａ行 Ｂ行 行

当初 現在（バージョンアップ後）

(2)-① 共同ＤＢ導入で活用できるもの(概念図）

Ａ行

ｵﾍﾟﾘｽｸ
ﾃﾞｰﾀ

Ｂ行

ｵﾍﾟﾘｽｸ
ﾃﾞｰﾀ

ｎ行・・・

ｵﾍﾟﾘｽｸ
ﾃﾞｰﾀ

Ａ行

ｵﾍﾟﾘｽｸ
ﾃﾞｰﾀ

Ｂ行

ｵﾍﾟﾘｽｸ
ﾃﾞｰﾀ

ｎ行・・・

ｵﾍﾟﾘｽｸ
ﾃﾞｰﾀ

重要リスク事象抽出重要リスク事象抽出

共同ＤＢ 共同ＤＢ

共同ＤＢ運営会社
【拠出】【拠出】

【還元】

共同ＤＢ
Ａ行

各行間のﾃﾞｰﾀ詳細調査の中継と開示
・参加行からのﾃﾞｰﾀに対する調査依頼
に基づき、拠出行への調査依頼と回答
結果を依頼行へ還元

・調査依頼内容と回答の蓄積・開示
【還元】

【還元】

・収集基準の
差異を最小化

・データ分析の

Ａ行

【還元】

【閲覧】

デ タ分析の
効率化

シナリオＤＢ

共同ＤＢ運営会社

ｼﾅﾘｵﾜｰｸｼｮｯﾌﾟの運営

【還元】

Ａ行 Ｂ行 ｎ行・・・

ｼﾅﾘｵﾜ ｸｼｮｯﾌ の運営
・ｼﾅﾘｵの妥当性（相場感）の相互検証
・ｼﾅﾘｵの網羅性の相互検証
・リスク削減策の検討
・外部環境変化に係る知見の蓄積

【拠出】

概念図につき、すべての
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ｼﾅﾘｵ
ﾃﾞｰﾀ

ｼﾅﾘｵ
ﾃﾞｰﾀ

ｼﾅﾘｵ
ﾃﾞｰﾀ

概念図に き、す ての
流れやすべての項目を
正確に表示していません



(2)-② 共同ＤＢ導入で活用できるもの

Ａ行 Ｂ行 ｎ行・・・

ｵﾍﾟﾘｽｸ
ﾞ ﾀ

ｵﾍﾟﾘｽｸ
ﾞ ﾀ

ｵﾍﾟﾘｽｸ

Ａ行 Ｂ行 ｎ行・・・

ｵﾍﾟﾘｽｸ
ﾞ ﾀ

ｵﾍﾟﾘｽｸ ｵﾍﾟﾘｽｸ

共同ＤＢ運営会社

当初 現在（バージョンアップ後）

【拠出】

重要リス
ク事象抽

共同ＤＢ

共同ＤＢ

Ａ行

共同ＤＢ

Ａ行

Ａ行 Ｂ行 ｎ行・・・

シナリオＤＢ

各行間のﾃﾞｰﾀ詳細調査の中継と開示
・参加行からのﾃﾞｰﾀに対する調査
　依頼に基づくとﾃﾞｰﾀ・拠出行への
　調査依頼と回答の還元
・調査依頼内容と回答の蓄積・開示

共同ＤＢ運営会社

ｼﾅﾘｵﾜｰｸｼｮｯﾌﾟの運営
・ｼﾅﾘｵの妥当性の相互検証
・ｼﾅﾘｵの網羅性の相互検証
・リスク削減策の検討

【拠出】

【還元】

【還元】

【閲覧】

収集基準の
差異を最小化
データ分析の
効率化

当初 現在（バージョンアップ後）

共同ＤＢ参加行内で実際に発生したすべ共同ＤＢ参加行内で実際に発生したすべ

Ａ行 Ｂ行 ｎ行

ｼﾅﾘｵ
ﾞ ﾀ

ｼﾅﾘｵ
ﾞ ﾀ

ｼﾅﾘｵ

リスク削減策の検討
・外部環境変化に係る知見の蓄積

内部損失データ
の共有

共同ＤＢ参加行内で実際に発生したすべ
てのオペリスクデータに“重要リスク事象
の選定基準”が付与されて還元される

共同ＤＢ参加行内で実際に発生したすべ
てのオペリスクデータが共同ＤＢ側で標
準化されて還元される

各行が潜在リスクとして認識して作成し
潜在リスクシナリオ

データの共有

各行が潜在リスクとして認識して作成し
た潜在リスクシナリオデータが共同ＤＢ側
で標準化されて還元される

なし

リスク認識の共有
共同ＤＢ内のデータに対して各行が詳細
調査依頼した内容と回答が共有できる

地震や津波に係る有形資産リスク量が

なし

震
自行の地域性や店舗構造等を加味した
うえで還元される

新聞やインターネット等で公表されている
その他

同左
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、いわゆる不祥事件などの外部損失
（公表）データが別途還元される

同左



共同ＤＢの参加行から拠出されるオペリスクデ タは参加行ごとにマチマチの管理項目やフ マ ト

内部損失データの共有イメージ参参 考考

共同ＤＢの参加行から拠出されるオペリスクデータは参加行ごとにマチマチの管理項目やフォーマット
となっているが、共同ＤＢ側の再仕分作業によって「業務分類」「工程分類」「事象分類」などが割振られ
るほか、損失金額などのリスク情報も統一基準で標準化された後、共通フォーマットで還元される

データ
作成日

RDB事象
ID

リスク
種類

発生日 発覚日
発生
部署

業務分類
大

業務分類
中

業務分類
小

工程
分類

事象
分類

事象概要 原因概要

顧客［A氏］より「口座から記憶に無
い引落がされているので、確認して
欲しい。」との電話連絡を受ける。申
込書を確認したところ、2008年4月8
日に他行宛の自動送金オペを行っ
た際、引落口座を相違していた事が

当初オペレーション時の確認不
足、および検印者による内容精
査不徹底によるもの。

・・・・・・・・

20110331 ********** 01 20080408 20090521 01 06 602 60201 109 1009
た際、引落口座を相違していた事が
発覚した。

[県信用保証協会]保証付証書貸付
が延滞につき代弁請求をしたとこ
ろ、旧債返済しているため代弁否認
となった これまでの経緯は次の通

申込時の信用保証依頼書にプ
ロパー手貸を旧債返済する旨
を明記していなかったことが原
因である 手形期日が到来して

事象や原因などの内容
が入力されています

20110331 ********** 01 20031020 20090617 01 05 508 50804 0107 1201

となった。これまでの経緯は次の通
り。(1)2003年10月5日に保証協会
付証貸を実行。(2)同年10月20日に
プロパー手貸2,300千円を返済。
(3)2009年5月2日に期限の利益を喪
失。代弁請求を行った。

因である。手形期日が到来して
いたため、入金等の確認を十
分に行わず、実行金で返済を
行ったと考えられる｡

対応方法等の概要
再発防止策等

の概要
取引金額

損失内訳_
直接損失

最終損失額
ビジネス
ライン

損失事象区分
レベル1

金融機関
種別

誤徴求先である［A氏］へは、仮払金にて返金
対応する。受取人のお客様に連絡し、振込の
実績について確認済みであり、回収完了して
います。仮払金80,230円のうち、振込手数料
分（300×8回=2 400円）については 当方の

・・・・・・・・

分（300×8回=2,400円）については、当方の
オペミスによるものであることから、受入手数
料より仮払金へ充当する。
充当いたします｡

33,900 ******** ******** ******

(1)申込書､稟議書､取引履歴を確認｡申込時
の信用保証依頼書には、保証協会付証貸を

既存プロパー債権と
同様に管理し早期

対応方法や再発防止策な
どの内容が入力されてい
ます
信用保証依頼書 、保証協会付証貸を

旧債返済する旨は明記してあるがプロパー
手貸を旧債返済する旨は明記していなかっ
た｡(2)当時の担当役席に経緯を確認｡担当者
は既に退職済｡返済時については既に伝票
が廃棄されており担当者等の特定は不可能
である。(3)取引先に経緯を確認するも、既に
廃業しているため資金の流れは不明｡
(4)2009年6月17日保証協会から免責通知書
を受領｡

同様 管 早期
回収に努める｡

35,056,750 ******** ******** ******

ます
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(3)共同ＤＢを活用した管理サイクル

顕在と潜在のリスク管理の各段階で、効果的・効率的に活用するための運用方法を整理している。

・他行で発生した重要なオペ
リスク事象や他行のトレンド

顕在リスク管理 潜在リスク管理

リスク事象や他行のトレンド
から、潜在リスクを特定

・他行のリスク認識（他行の
詳細調査依頼事象や他行

特定・評価
他行のオペリスク発生状況と
の比較から 弱点等の特定・ の潜在リスクシナリオ）から、

潜在リスクを特定

特定・評価 の比較から、弱点等の特定・
評価を実施

共同ＤＢシナリオワークショッ
プ

リスク削減策
他行の再発防止策や予防策を参考にしてリスク削減策を実施

プ等を経て潜在リスクシナリ
オの評価を実施

共
同

共
同

の実施
他行の再発防止策や予防策を参考にしてリスク削減策を実施

効果検証
他行のオペリスク発生状況との比較から自行のリスク削減策の

共
同
Ｄ
Ｂ

同
Ｄ
Ｂ

実施効果を検証し、必要に応じて改善を実施

他行 発生 た重要なオペ ク事象や他行 ドを 修や

改善

Ｂ

共
同
Ｄ
Ｂ
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その他
他行で発生した重要なオペリスク事象や他行のトレンドを研修や
行内ＬＡＮ等で現場に情報提供し、注意喚起を実施



(4) 共同ＤＢを活用した潜在リスク管理のための枠組み

・作成した潜在リスクシナリオは鮮度があり、また客観的で説得力はあるか？
・潜在リスクシナリオの作成に多大な負荷を要求し 作成のみが目的化しないか？

潜在リスク管理はリスク管理をしていく上で必須であるが その適切性の維持・向上は難しい

潜在リスクシナリオの作成に多大な負荷を要求し、作成のみが目的化しないか？
・潜在リスクシナリオ作成に留まらず、「（対応方針の検討）」「削減策実施」「効果検証」

「改善」までの“ＰＤＣＡ”を回す枠組みになっているか？

潜在リスク管理はリスク管理をしていく上で必須であるが、その適切性の維持・向上は難しい。

当行においても、潜在リスク管理の手段として潜在リスクシナリオの作成を行っていたが、従来型
の「不祥事件などの一部の事例をもとに経験やセンスで作成する」シナリオに限界を感じ、共同ＤＢ
の導入を機にその作成を一時中断した経緯がある。

ｵﾍﾟﾘｽｸ統括部署 本部各部署
リスク

主管部署
本部各部署

ｵﾍﾟﾘｽｸ
統括部署

の導入を機にその作成を 時中断した経緯がある。

なお、共同ＤＢを機軸に効率面も意識した枠組み構築は完了し、シナリオ作成を再開している。

シ 素

一
次
分

発
生
可 発

シ
ナ
リ
オ

シ
ナ

シ
ナ

に
よ
る

シ
ナ
リ

（
オ
ペ
リ リ

・・・

共
同
Ｄ
Ｂ
か

シ
ナ
リ
オ
素
材

素
材
選
定
・一

分
析
結
果
の
紹

能
性
に
関
す

発
生
可
能
性
評

オ
作
成
と
対
応

ナ
リ
オ
と
対
応

共
同
Ｄ
Ｂ

ナ
リ
オ
ワ
ー
ク

る
シ
ナ
リ
オ
の

リ
オ
と
対
応
方

ス
ク
管
理
委

リ
ス
ク
削
減
策

シ
ナ
リ
オ
の
見か

ら
の

材
の
受
領

次
分
析

紹
介
票
お
よ
び

る
質
問
票
作

評
価
分
析

応
方
針
等
の
検

応
方
針
評
価

Ｂ
の

ク
シ
ョ
ッ
プ

の
妥
当
性
評
価

方
針
等
の
発
表

委
員
会
・
同
部
会

策
の
実
施

見
直
し
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び作
成

検
討

価 表会
）



(5) 共同ＤＢの活用成果事例 １／２

前述の「潜在リスクシナリオの作成」や「オペリスク統括部署によるオペリスク分析レポートの作成」
の枠組みを通じて獲得した共同ＤＢの活用成果事例の抜粋は以下のとおり

発見したリスク 発見成果等発見契機

の枠組みを通じて獲得した共同ＤＢの活用成果事例の抜粋は以下のとおり。

自行のリスク発生状況
分析 ①

融資および外為業務に係るオペリスク
事象について、他行とのオペリスク発生
状況が乖離している事実を受けて、発
生が抑制されている銀行との事務取扱

正当な事務に関しても事務負担が大きく、
かつ複雑さに起因してオペリスクが発生
した際にはお客さまへの影響も発生して
いた分析 ①

の差異を調査したところ、当行は当該業
務の複雑性などが原因でリスクが発生
している可能性を認識

いた

➜ 顕在リスクの特定と軽減

自行のリスク発生状況

情報漏えい（誤開封）に対するオペリス
ク事象について、他行とのオペリスク発
生状況が乖離している事実を受けて、
発生が抑制されている銀行との帳票等

リカバリー（対応コスト発生）負担も大き
く、かつ情報漏えい時のお客さまへの信
用失墜などの影響も大きかった

分析 ② の設計差異を調査したところ、当行は当
該情報漏えい（誤開封）を極小化するた
めの手当ての不足が原因でリスクが発
生している可能性を認識

用失墜などの影響も大きかった

➜ 顕在リスクの特定と軽減

内部不正（着服）の手
口分析

他行で発生した内部不正（着服）につい
て、当該手口に対する手当てがなかっ
たことを受けて、当行でも同様のリスク

他行実績からも数千万円程度までの損
失が想定された
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口分析 たことを受けて、当行でも同様のリスク
発生の可能性を認識 ➜ 潜在リスクの特定と軽減



発見したリスク 発見成果等発見契機

(5) 共同ＤＢの活用成果事例 ２／２

新商品導入後のリスク
分析

同類商品を先行導入している他行にお
いて既に多数発生しているオペリスク事
象を受 当行 も 様 ク発生

最悪のケースでは、当行の取引実績か
ら累計で数千万円程度までの損失が想
定された

分析 象を受けて、当行でも同様のリスク発生
の可能性を認識

定された

➜ 潜在リスクの特定と軽減

他行があらたにリスク認識して実施した

他行のリスク認識に対
する分析

他行があらたにリスク認識して実施した
全店調査に関するオペリスク事象を受
けて、当行でも同様のリスクが発生して
いる（まだリスク認識できていない）可能
性を認識

他行実績からも累計で数千万円程度ま
での損失が想定された

➜ 潜在リスクの特定と軽減
性を認識

大規模自然災害発生

東日本大震災を直接的に経験した他行
において、震災直後に発生しているオペ

他行実績から有形資産リスクとして数億
円程度の損失や天災で波及する事務リ
スクやシステムリスクなどが想定できる大規模自然災害発生

時のリスク分析
リスク事象を受けて、南海トラフ３連動
（東海・東南海・南海）地震発生後に同
様のリスク発生の可能性を認識

スクやシステムリスクなどが想定できる
ようになった

➜ 潜在リスクの特定

・
・
・
・
・

・
・
・
・
・外部環境の変化に対す

業務集中化に対するリ
スク分析 等々
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・ ・外部環境の変化に対す
るリスク分析 等々



(6)共同ＤＢに今後期待されるもの

今後、共同ＤＢの活用成果の幅を広げていくうえで、共同ＤＢに今後期待されるものは以下のような
ものが考えられる。

今後（更なるバージョンアップ例）

共同ＤＢの個別データを活用し、銀行業界横断的な観点からリスク管理上
充実

ものが考えられる。

共同ＤＢの集計データを活用し、重要なオペリスク事象の発生可能性を未
然に着眼し 発生因子を断つための先行指標（いわゆるＫＲＩ）が設計されて

内部損失データ
の共有

高度化

注視すべきオペリスク事象が抽出されて還元される仕組みの充実
充実

然に着眼し、発生因子を断つための先行指標（いわゆるＫＲＩ）が設計されて
還元

各行がそれぞれ認識した潜在リスクとそれに対する削減策に関する情報が

高度化

充実
反映された潜在リスクシナリオデータ数の充実（＝シナリオＤＢの充実）

銀行業界横断的なメインシナリオ、トレンドシナリオおよびＢＣＰシナリオの
標準ラインナ プが設計されて還元

潜在リスクシナリオ
データの共有

充実

高度化

オペリスクの発生に影響を与えうる業務環境の変化（法令改定、業務の集
中や分散等々）やリスクトレンドの変化等（いわゆるBEICFs）と想定される影

標準ラインナップが設計されて還元

リスク認識の共有

高度化

高度化 中や分散等々）やリスクトレンドの変化等（いわゆるBEICFs）と想定される影
響範囲に関する情報や知見が蓄積されて還元

リスク認識の共有 高度化

その他 高度化
顕在リスクと潜在リスクを双方を加味し、総合的かつ客観的に他行比較で
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その他 高度化
顕在リ ク 潜在リ クを双方を 味 、総合 客観 他行 較
きる指標が設計されて還元



付付 録録付付 録録

潜在リスクシナリオ作成のねらい
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潜在リスクシナリオの作成を通じて

当行 ト 脆弱性（ ク 穴）を自律的 「知り お客さまや銀行 影響を

潜在リスクシナリオ作成のねらい １／２付付 録録

当行の現状晒されているオペリスクの実態を把握し、効果的なオペリスク極小化につなげる

当行のコントロールの脆弱性（リスクの穴）を自律的に「知り」、お客さまや銀行への影響を
踏まえてリスク削減策を「実施する」ことで、オペリスクを極小化する

➜

➜

共同ＤＢ導入前 共同ＤＢ導入後

業務の脆弱性（穴）を「知る」業務の脆弱性（穴）を「知る」

当行で発生したリスク（顕在リスク）事象を活用し、業
務の脆弱性（リスクの穴）を知る

ただし、顕在リスクを起点に知った業務の脆弱性（リ

左記に加え、他行で発生した重要なリスクやトレンドを
他山の石とし、当行の発生可能性を分析することで、
経験や勘では知ることが困難であった当行業務に内
在している未発見の脆弱性（リスクの穴）を知る

スクの穴）については、オペリスク管理委員会や同部
会で横断的に検証・共有を図っている

また、経験や勘で当行業務に内在している未発見の
脆弱性（リスクの穴）を知ろうとしている

在している未発見の脆弱性（リスクの穴）を知る

脆弱性（リスクの穴）を知ろうとしている

当行で発生したことで
知る とが きた業務

まだ知らない業務の

再発防止策

知ることができた業務
の脆弱性（リスクの穴）

まだ知らない業務の
脆弱性（リスクの穴）
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顕在リスク 潜在リスク



リスク削減策を「実施する」リスク削減策を「実施する」

潜在リスクシナリオ作成のねらい ２／２付付 録録

共同ＤＢ導入前 共同ＤＢ導入後

顕在リスクを起点に知った業務の脆弱性（リスクの穴） 左記に加え 今後認識した潜在リスクについては 他

リスク削減策を「実施する」リスク削減策を「実施する」

顕在リスクを起点に知った業務の脆弱性（リスクの穴）
への再発防止的なリスク削減策はオペリスク管理委員
会や同部会で横断的に検証し、実施している

従来認識している潜在リスクについては、リスク量削

左記に加え、今後認識した潜在リスクについては、他
行のリスク削減策も参照し、発生に備える未然防止的
なリスク削減策を実施する

減目標管理の中で発生に備える未然防止（低減）的な
リスク削減策を実施している

発再発防止策発
生
件
数: 

大
未然防止策

リスク削減を強化すべきオペリスクの範囲

未然防止策

潜在リスクシナリオの作成を通じて 潜在リスクのラインナップを充実

潜在リスク 損失額 ： 大顕在リスク

その他その他
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潜在リスクシナリオの作成を通じて、潜在リスクのラインナップを充実
させていくことで、当行のオペリスクに係る想定外を極小化する

その他
ねらい
その他
ねらい
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